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東日本大震災から４年目を迎えた去る３月１５日に郡山市の総合福祉センターにおいて交

流会「中通りのみんなで集まろう」を開催いたしました。「中通りに避難しているみんなで集

まれる機会がほしい」との声を受けて開催したものです。 

当日は、５０名の参加者で、「ふるさと大熊ビンゴゲーム大会」や「レクリエーション体操」

を行い、和やかな雰囲気の中で時間の経つのも忘れて楽しいひと時を過ごしました。また、中

通り地区で自主的な集いを行っている代表の方々から活動内容が紹介されました。 

今後も中通り地域での交流会を予定しておりますので、より多くの参加をお待ちしていま

す。 

県内外へ避難されている皆様へ 

現在、避難先で集いやサロンを自主的に開催しているところや、避難先社協等の支援を受

けて開催している地域もあります。是非参加してみてください。 

自ら「声を出すこと」「つながりを持つこと」が、孤立化や孤独死を防ぐための第一歩で

あると考えています。 

どうぞお気軽に最寄りの社会福祉協議会にお問い合わせください。 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日帰り交流会 水戸の梅まつりを散策 

 

平成２６年度事業計画 

 東日本大震災、福島第一原子力発電所事故から３年が経ちましたが、今なお全町民が住

み慣れた地域を離れた避難生活を余儀なくされております。先行きの見通しがつきにくい状

況にあって、避難をされている方々には身体的・精神的に不調を訴える傾向のほか、支援活

動にあたる者にもその傾向が出ています。併せて生活課題も複雑化していることから生活圏

域ごとの各種の専門職や支援団体等との連携による持続的な活動が必要です。 

このような情勢を踏まえ、本会の運営と町民支援の柱として以下の基本理念を策定し、各

種事業推進に積極的に取り組んで参ります。 
 
基本理念 

 本会は、『ともに暮らせる福祉社会を目指し 

～誰もが人々のつながりを感じることができる地域社会づくり～』 

に貢献します。 
 
今年度は、上記の基本理念を基に、次の重点事業の実施を図って参ります。 
 

重点事業 

１．避難者生活における孤立・孤独化防止を含めた見守り、相談支援等の活動強化 

２．福祉力向上に向けての協働・支援 

３．組織基盤の確立・強化 

４．広報活動の強化・充実 

理事変更のお知らせ 

  

 

３月 27日（木）水戸偕楽園・大洗リゾートアウ

トレット・めんたいパークへの旅をいわき地区と会

津地区から５９名の参加者で楽しみました。 

少し肌寒いお天気の中、久しぶりに会う参加者の

皆さん一緒になり、偕楽園では色とりどりの梅の花

を眺めながら散策しました。また、アウトレットと

めんたいパークではお買い物などをし、とても楽し

い一日を過ごすことができました。 

合同の日帰り交流会をこれからも行っていきま

すので皆さんの参加をお待ちしています。 

 去る３月１９日に開催された評議員会において、欠員

であった理事に黒木和美氏が選任されました。また、同

日に開催された理事会において、副会長職に秋本正夫氏

が選任されました。 

参加者全員でハイチーズ！ 
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大熊町社会福祉協議会では、事業内容の充実を図るため、臨時職員を下記のとおり募集い

たします。 

なお、募集要項等詳細については、当協議会事務局・連絡所に問い合わせください。 
 

１．募集職種及び勤務地ごとの募集人員 

  ・生活支援相談員  会津若松出張所勤務 １名 

  ・避難者支援相談員 中通り連絡所勤務  １名 

  ・生活支援相談員  いわき連絡所勤務  ３名 

２．仕事内容 

   東日本大震災により被災し、３年を経過し今後避難生活が長期化する中で、町民が避

難先で安心を取り戻し、福祉サービスや生活支援 

を受けることが出来るような地域社会をつくるため、被災者に寄り添い、自立に向けた支え

る役割を担います。 

   介護・福祉サービスの利用等の相談に応じ、支援が途切れないように町や関係機関・

団体等と連携し、一人暮らし高齢者等の見守り等の生活支援を行うものです。 

３．要件等 

  ・普通自動車の免許取得者 

  ・福祉、介護関連の仕事に従事されていた方若しくは社会福祉事業に関心のある方 

４．雇用形態 

  ・臨時職員 常勤：平成２６年６月１日から平成２７年３月３１日まで 

           （事業継続による雇用期間の更新あり） 

５．労働時間及び勤務時間 

  ・実 働：週３８時間４５分（午前８時３０分～午後５時１５分まで） 

  ・休 日：原則として土、日、祝日（但し、休日出勤の場合振替日を指定） 

６．賃金等 

  ・本会規程による（基本賃金 日額６，９９０円、通勤手当及び期末手当等有） 

７．法定福利等 

  ・本会規程による（有給休暇、健康保険、厚生年金、雇用保険、健康診断等） 

８．募集期間と方法 

   平成２６年４月２１日（月）から４月３０日（水）までに履歴書を当協議会会津若松

出張所、または各連絡所に持参若しくは郵送（消印有効）をする。 

９．採用決定 

   書類選考及び面接（日時は追って連絡）により採用を決定し、５月中旬までに採用の

可否を応募者に通知します。 

１０．問い合わせ 

大熊町社会福祉協議会会津若松出張所  〒965-0873 会津若松市追手町２－４１ 

℡ 0120-29-5760 担当：武内 

大熊町社会福祉協議会いわき連絡所    〒970-1144 いわき市好間工業団地１－４３ 

℡ 0246-38-8920 担当：吉田 

大熊町社会福祉協議会中通り連絡所    〒964-0915 二本松市金色４２１－１０ 

℡ 0243-24-1338 担当：半杭 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大熊町社会福祉協議会 連絡先 

◎中通り連絡所 

住 所：〒９６４－０９１５  

二本松市金色４２１－１０ 

大熊町役場中通り連絡事務所２階 

電 話：０２４３－２４－１３３８  

ＦＡＸ：０２４３－２４－１３３９ 

◎いわき連絡所 

住 所：〒９７０－１１４４  

いわき市好間工業団地１－４３ 

大熊町役場いわき出張所内 

電 話：０２４６－３８－８９２０  

ＦＡＸ：０２４６－３８－８９２１ 

◎会津若松出張所 

住 所：〒９６５－０８７３  

会津若松市追手町２－４１ 

フリーダイヤル 

０１２０－２９－５７６０ 

電 話：０２４２－２９－５７６０  

ＦＡＸ：０２４２－２９－５７６１ 

◎会津若松生活支援相談室 

住 所：〒９６５－０８７３  

会津若松市追手町２－４１ 

   大熊町社会福祉協議会事務所内 

電 話：０２４２－２６－４０７７  

ＦＡＸ：０２４２－２６－４０７７ 

 

事務所職員紹介 

 ４月から新たな職員も加わり、今後も各種交流事業等の開催や相談・情報提供を行いなが

ら、安心して生活できるよう皆さんのお手伝いをより一層張り切ってまいります。 

後列左から星良樹、宮林良周、舘内秀仁、長谷

川三重子、根本光江、門馬幸治、鴻巣沙織 

前列左から佐藤美香、志賀翔一、武内智恵美、

渡部正勝（会長）、遠藤仁美、梅田安佑美、三

瓶幸恵 

別枠 岡部真理 

会津若松出張所 

中 通 り 連 絡 所 

後列左から齋藤美和、木田美江 

前列左から泉敏江、半杭裕明（所長）、

伊藤信子 

 

 

 

い わ き 連 絡 所 

後列左から片岡恵、渡部知世子、高橋道

恵、愛川静香 

前列左から井上絢香、橋本智子、吉田利孝

（所長）、橋本美代子、横川理佳 

別枠 下宮由香 


